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44.9
1 沖 縄 県 40.5
2 愛 知 県 42.9
3 滋 賀 県 43.0
4 神 奈 川 県 43.4
5 東 京 都 43.6
6 埼 玉 県 43.6

45 山 形 県 48.3
46 島 根 県 48.4
47 秋 田 県 49.5

全　国
平均年齢　（歳）

※若い順

63.7
1 東 京 都 68.1
2 神 奈 川 県 66.6
3 埼 玉 県 66.2
4 千 葉 県 65.6
5 愛 知 県 65.2

45 鹿 児 島 県 58.9
46 秋 田 県 58.5
47 島 根 県 57.6

全　国

１５～６４歳人口割合(％)

23.1
1 秋 田 県 30.2
2 島 根 県 29.2
3 山 形 県 28.9

42 埼 玉 県 20.6
43 滋 賀 県 20.5
44 東 京 都 20.4
45 神 奈 川 県 20.4
46 愛 知 県 20.2
47 沖 縄 県 17.0

全　国
６５歳以上人口割合(％)

 

 

 

平成 22 年国勢調査 抽出速報集計(1％抽出集計)結果 

「平成 22 年国勢調査」の抽出速報集計（１％抽出集計）結果における 

埼玉県の概要は、次のとおりです。 

 

１ 結果のポイント  

 

 

  ○ ６５歳以上人口（老年人口）の割合は、県総人口の２０．６％で、 

    初めて２０％を突破した。 

    沖縄県、愛知県、神奈川県、東京都、滋賀県に次いで、 

    全国で６番目に低い。 

     

  ○ １５～６４歳人口(生産年齢人口)の割合は、県総人口の６６．２％で、 

    東京都、神奈川県に次いで、全国で３番目に高い。 

     

  ○ 平均年齢は４３．６歳で、全国で６番目に若い。 

     

 

  ○ 昼夜間人口比率（夜間人口１００人当たりの昼間人口の割合） 

    は８８．３で、全国で最も低く、東京都への通勤・通学者は 

    約９５万８千人であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県マスコット 

「コバトン」 
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２ 抽出速報集計結果の概要  

(1) 年齢３区分別人口 

 １５歳未満人口（年少人口）は９４２，７００人で、昭和５５年（１９８０年）の約１４５万人をピ

ークに減り続けている。また、１５～６４歳人口（生産年齢人口）は４，７３０，０００人で、平

成１２年（２０００年）の約５０１万人をピークに減少している。その一方で６５歳以上（老年人

口）は１，４７１，９００人で、急速に増加している。 

 １５歳未満人口の構成比は１３．２％で、前回に比べ０．８ポイント縮小しているのに対し、

６５歳以上人口の構成比は２０．６％と４．２ポイント拡大しており、少子・高齢化がさらに進

行している。 

 なお、６５歳以上人口の拡大幅４．２ポイントは群馬県と並び全国で最も高かった。  

 また、１５～６４歳人口の構成比は６６．２％で、３．３ポイント縮小しており、高齢者１人を

現役世代３人で支える構造となっている。 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 15 歳未満人口（年少人口） 

 埼玉県の１５歳未満人口は、昭和５５年の１，４５８，４２１人をピークにして、その後一貫し

て減少しており、平成２２年は９４２，７００人となっている。 

 県の総人口に占める１５歳未満人口の割合は、昭和５０年の２７．８％をピークに縮小に

転じ、平成２２年には１３．２％となった。 

 なお、全国の１５歳未満人口の割合も、同じく１３．２％である。 
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イ 15～64 歳人口（生産年齢人口） 

 埼玉県の１５～６４歳人口は、調査開始から平成１２年（５，０１１，２０２人）までは増加を

続けたが、平成１７年から減少に転じ、平成２２年は４，７３０，０００人となっている。 

 県の総人口に占める１５～６４歳人口の割合は、平成７年の７３．６％をピークに縮小に転

じ、平成２２年は６６．２％となっている。 

 全国の１５～６４歳人口の割合は６３．７%であり、埼玉県は、東京都、神奈川県に次いで

全国で３番目に高い。 

 

ウ 65 歳以上人口（老年人口） 

 埼玉県の６５歳以上人口は、昭和４５年以降急速な増加を続け、平成２２年には１，４７１，

９００人となり、平成２年の５３０，５３９人と比べて、この２０年間で約２．８倍になっている。 

 県の総人口に占める６５歳以上人口の割合は、昭和５５年に６％台となってから、拡大傾

向が次第に顕著になった。平成 7 年に 10％を超え、平成 22 年には２０％を超えて、２０．

６％となった。 

 全国の６５歳以上人口の割合は２３．１％であり、埼玉県は、沖縄県、愛知県、神奈川県、

東京都、滋賀県に次いで全国で６番目に割合が低い。 

 

 

(2) 平均年齢 

 埼玉県の平均年齢は、４３．６歳で全国で６番目に若い。 

 また、５年間で１．８歳上昇しており、これは全国平均（１．６歳上昇）よりも高かった。 

 

図２ 
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１５歳未満人口
（年少人口）

15～64歳人口
（生産年齢人口）

65歳以上人口
（老年人口）

１５歳未満人口
（年少人口）

15～64歳人口
（生産年齢人口）

65歳以上人口
（老年人口）

平均年齢

　大正　９年 494,776 752,892 71,865 37.5 57.1 5.4 26.7

１４年 532,213 787,869 74,379 38.2 56.5 5.3

　昭和　５年 555,794 828,399 74,979 38.1 56.8 5.1 26.4

１０年 586,089 867,178 75,587 38.3 56.7 4.9

１５年 599,800 929,905 78,220 37.3 57.8 4.9 26.3

２０年 774,175 1,170,912 102,174 37.8 57.2 5.0

２５年 781,127 1,257,941 107,205 36.4 58.6 5.0 26.5

３０年 779,877 1,362,837 119,900 34.5 60.2 5.3 27.3

３５年 752,024 1,545,841 133,006 30.9 63.6 5.5 28.6

４０年 790,961 2,066,337 157,685 26.2 68.5 5.2 29.1

４５年 1,002,863 2,665,020 198,589 25.9 68.9 5.1 29.2

５０年 1,340,136 3,223,138 256,014 27.8 66.9 5.3 29.6

５５年 1,458,421 3,624,550 333,874 26.9 66.9 6.2 31.2

６０年 1,380,180 4,060,573 420,099 23.5 69.2 7.2 33.3

　平成　２年 1,196,946 4,660,202 530,539 18.7 72.8 8.3 35.3

　７年 1,090,395 4,976,945 681,172 16.1 73.6 10.1 37.4

１２年 1,024,787 5,011,202 889,243 14.8 72.2 12.8 39.6

１７年 986,361 4,892,253 1,157,006 14.0 69.5 16.4 41.8

２２年 942,700 4,730,000 1,471,900 13.2 66.2 20.6 43.6

※　抽出速報集計結果による。

年 齢 (3 区 分 ) 別 人 口 及 び 人 口 の 割 合 の 推 移

※

 

表１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３       人口ピラミッドによる比較（昭和６０年・平成２２年抽出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和６０年 平成２２年 
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(３) 一般世帯の規模 

 

 増加する世帯人員３人以下の世帯 

 一般世帯の１世帯当たりの人員は２．５７人で、平成１７年に比べると０．０８人減少した。 

 世帯人員別世帯数を平成１７年と比べると、１人世帯が１０．４％増、２人世帯が１０．２％

増、３人世帯が２．７％増、４人世帯が０．０２％の微増と、世帯人員が４人以下の各世帯で

増加しているのに対し、５人以上の各世帯では減少している。 

 なお、１人世帯のうち６５歳以上の単独世帯は、１８６，３００世帯となり、平成１７年から比

べて４２，３７７世帯（約２９．４％）増加した。 

図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯人員別割合を平成１７年と比べると、1 人世帯が１．３ポイント、２人世帯が１．３ポイ

ントそれぞれ増加した。 

図５ 
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(４) 昼間人口と夜間人口 

 

○ 昼夜間人口比率は埼玉県が全国で最も低い 

 

 埼玉県の昼夜間人口比率（夜間人口100人当たりの昼間人口の割合）は８８．３で全国で

最も低かった。以下、千葉県の８９．１、奈良県の８９．２と続き、東京都や大阪府の周辺に

位置する県で昼夜間人口比率が低くなっている。 

 一方、昼夜間人口比率が高いのは、東京都の１１８．６を筆頭に、大阪府１０４．９、愛知

県１０１．５と続く。 

 都道府県別の昼間人口は、東京都が１５，６０８千人、大阪府が９，２９４千人、愛知県が

７，５２３千人、神奈川県が８，２７７千人、埼玉県が６，３５２千人などとなっている。 

 

昼間人口の計算方法は次のとおり。（例）埼玉県の昼間人口 

 埼玉県の昼間人口＝埼玉県の常住人口（夜間人口）－（埼玉県から他の都道府県へ通

勤通学している者）＋（他の都道府県から埼玉県に通勤通学している者） 

 

(５) 従業地・通学地による人口 

 

○ 地元以外で働く人の割合が拡大 

 常住（ふだん住んでいる）市(区)町村で働く人は１，３４５，２００人（３９．３％）で、そのうち、

自宅で働く人は２９４，７００人（８．６％）、自宅以外で働く人は１，０５０，５００人（３０．７％）

となっている。 

 一方、常住市(区)町村以外で働く人は２，０７４，２００人（６０．６％）で、そのうち県内の他

の市区町村に通勤している人が１，０１０，５００人（２９．５％）、他県へ通勤している人が９

５４，３００人（２７．９％）となっている。 

 

 常住市(区)町村で働く人は１１２，６２３人減少し、常住市(区)町村以外で働く人は２２，８３

４人増加した。ただし、他都道府県で働く人は４６，１５４人減少した。 

 

○ 埼玉県から東京都への流出人口は９５８千人 

 

 埼玉県から東京都への通勤・通学者は９５８千人。東京都への通勤・通学者数が最も多

いのは神奈川県で１，０３７千人で、埼玉県はこれについで２番目となった。 

 

○ 通勤通学の交通手段は、自転車の利用者が多い 

 

 埼玉県の通勤・通学者が交通手段として「自転車のみ」、又は「鉄道と自転車を利用」す

る割合は２０．６％と、大阪府、京都府に続いて３番目となった。このうち、「鉄道と自転車を

利用」する通勤・通学者の割合は６．９％で、全国一位だった。 
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 なお、利用交通手段として、自家用車だけを利用する割合は３１．５％と全国で５番目に

低く、鉄道・電車だけの利用者は２５．５％と全国で５番目に高い。 

 

 

３ 利用上の注意 

 

（１） 「抽出速報集計(1％抽出集計)」は、総務省統計局が全調査票の中から約１％の世帯 

  の調査票を抽出して集計したものです。したがって、総務省統計局が今後公表する確 

  報集計の結果と一致しない場合があります。 

 

（２） １０位の数字を四捨五入して１００単位で表章しているため、総数と内訳を合計した数 

  値とは必ずしも一致しません。 

 

（３） 人口の内訳、割合については、不詳を除いて算出しています。 

 

   なお、今回の公表数値は、６月２９日に総務省統計局から公表されています。 

 

 

４ 問い合わせ先 

 

  埼玉県総務部統計課 人口統計担当 

 

  〒３３０－９３０１ 

 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目１５番１号 

  電 話 ０４８－８３０－２３１４ 

  ＦＡＸ ０４８－８２２－４１０４ 

  Ｅ－mail a2300-09@pref.saitama.lg.jp 

 

 

 

 
 

埼玉県総務部統計課のページ「彩の国統計情報館」もご利用ください。 

ＵＲＬ http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/c08/ 

mailto:a2300-09@pref.saitama.lg.jp
http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/c08/

